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（１）課題と改善策
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１．はじめに

 ２０２０年１１月２７日に実施した泊発電所原子力防災訓練（以下，
「総合訓練」という。）において，原子力規制庁緊急時対応センター（以
下，「ＥＲＣ」という。）との情報共有について課題が抽出された。

 抽出された課題に対する改善策を立案した結果，速やかに対応が必要な
項目があったことから，その有効性を検証するための要素訓練を重ね，再訓
練を行った。



 ＣＯＰ１は電源系統図と原子炉やCVの冷却手段等に係る概略系統図
の２種類あり，１名が手書きで作成していた。

 サポート者はＣＯＰ１を書画装置で取り込み，電子化してから紙面で共
有するまでに時間がかかった。

 作成者を増員（１名→２名）し，ＩＷＢを２台使用（１系統図／
台）。

 IWBを活用することで書画装置での取り込みが不要なため，電子化してい
た時間が短縮。

 ＩＷＢの画像を本店原子力施設事態即応センター（以下，「即応セン
ター」という。）に設置している大型モニタへ共有することで，ＣＯＰ１の作
成状況が確認可能。

（１）課題と改善策
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① 共通状況図（以下，「ＣＯＰ」という。）の運用性向上（１／２）

２．立案した改善策

【改善前】 【改善後】

ＣＯＰ１作成者

電子化

手書き

問 題 原 因 改善策

 タイムリーにＣＯＰ１※１を更新することが
できず，ＥＲＣへの情報共有が少なかった。

 ＣＯＰ１を電子化してＥＲＣ対応ブースとＥＲＣ
の間で情報共有するまでに必要となる時間の評価や
短縮化について検討が不足していた。

 電子ホワイトボート（以下，「ＩＷＢ」とい
う。）等を活用することで，作成したＣＯＰ１
をスムーズにＥＲＣ対応ブースとＥＲＣの間で
情報共有できる仕組みを構築する。

※１ 発生した原子力災害に対する対応手段（ポンプやタンクなどの設備と，それら設備に電気を供給するための電源）を系統的に示した図面。

サポート者

大型モニタ

ERC対応ブース ERC対応ブース

Ｅ
Ｒ
Ｃ

リエゾン

本部対策要員

電子化

Ｅ
Ｒ
Ｃ

配布

リエゾン

本部対策要員

×配布



 ＣＯＰ２には事象進展予測，機器状況整理表等，多くの情報が１つ
の様式に集約されていた。

 提供する情報に応じて様式を４つに分ける。
 大方針，戦略（電源，炉心注水，SG除熱等）毎に優先順位（２の
矢，３の矢）等の記載欄を追加。

（１）課題と改善策
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①ＣＯＰの運用性向上（２／２）

２．立案した改善策

【改善前】 【改善後】

問 題 原 因 改善策

 ＣＯＰ２※２に記載される戦略選定の根
拠等、事象収束の肝となる情報をＥＲＣ
プラント班に提供できなかった。

 ＣＯＰ２に記載される戦略選定や優先順位の考
え方について記載が不足していた。またＥＲＣ対応
ブースでもそれを読み解く力が不足しており結果とし
て的を射た説明ができなかった。

 ＣＯＰ２は機器状況整理表と事故対応戦
略・事象進展予測を別の様式に分ける等の検
討を行い，戦略選定の考え方等を明示できる
様式に変更する。

※２ 事象進展予測（原子力災害がどの位の速さで進んで行くか），戦略（どの設備を用いて原子力災害を収束させていくか），設備の準備・起動状態等を示した図面。

事故対応戦略シート
（戦略根拠&優先順位）

プラント事象進展予測

ＳＦＰ事故対応シート
（パラメータ&事象進展予測）ＤＢ／ＳＡ機器状況整理表

炉心損傷防止 or C/V破損防止

A-DG

代替非常用発電機

可搬型代替電源車

プラント事象進展予測

ＳＦＰ事故対応シート
（パラメータ&事象進展予測）

ＤＢ／ＳＡ機器状況整理表

ＣＯＰ２

事故対応戦略シート
（戦略根拠&優先順位）

電源 炉心注水 SG除熱



 ＥＲＣが求める情報を遅滞なく情報提供できるようＥＡＬ判断フローの作
成・説明者を配置。

 プラント状況を把握した上で情報の発出をコントロールするため，情報収集
統括者を配置。

4

②ＥＲＣ向け情報処理の精度向上

２．立案した改善策

【改善前】 【改善後】
ＥＡＬ専任
発話者

発話者

問 題 原 因 改善策

 発話の遅れや内容の錯誤が生じていた。

 優先すべき情報の選別ができず，ＥＡＬ
判断時刻の訂正もできなかった。

 事象が輻輳したことで連絡メモやＥＡＬ判断フロー
の準備・作成指示が明確に行われなかった。また，
作成を担当する要員を専任していなかった。

 提供すべき情報の重要度・順位を俯瞰する役割が
明確ではなかった。

 連絡メモやＥＡＬ判断フローの作成担当を専
任する等，ＥＲＣ対応要員の役割分担を明
確にする。

 ＥＲＣへの情報提供は積極的に情報収集し，
集めた情報を束ねた上で行うため，情報収集
統括者を配置する。

 情報収集統括者の役割として，情報の重要
度・順位の指揮を執ることを明確にする。

凡例： 情報の流れ

Ｅ
Ｒ
Ｃ

サポート者

情報収集
統括者

ＥＡＬ情報

発話者

説
明

Ｅ
Ｒ
Ｃ

サポート者

ＥＡＬ情報

説
明重要度・優先

順位を考慮
した情報

プラント情報

プラント情報



 サポート者は，発話者がプラント状況を理解した上で発話できるような情報
収集を行い，連絡メモを作成。

 発話者に情報を集めやすく，情報収集統括者やサポート者が発話者を容
易にサポートできる配置を構築。
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③ＥＲＣ対応要員の役割･配置の再構築

２．立案した改善策

【改善前】 【改善後】

問 題 原 因 改善策

 視覚に訴える情報提供を志向し，連絡メ
モを書画装置に映し説明対応したが，Ｅ
ＲＣ対応要員の役割･働きが十分に機能
しなかった。

 発話者へのサポート者（連絡メモ作成者）からの
情報は即時性を重視したことから断片的な情報とな
り，発話者は状況を理解した上での発話は困難で
あった。

 発話者へのサポートは背後から一方的な口頭伝達
となったため，効果が上がらず事象の背景や事業者
の考え方等について十分な確認を行えず，ＥＲＣ
に分かり易く提供できなかった。

 発話者がプラント状況を理解した上で発話でき
るよう，プラントの情報収集に係るサポート者
（連絡メモ作成者）の役割を明確にする。

 ＥＲＣに提供する情報は発話者，サポート者
の複数名で確認し，事象の状況だけではなく，
その背景等も含めた情報収集を行った上で発
話者が分かり易い情報として発信できる配置を
構築する。

ＥＲＣ
(ＴＶ会議用モニタ)

説明

発話者
サポート者

サポート者

凡例： 情報の流れ

サポート者

ＥＲＣ
(ＴＶ会議用モニタ)

サポート者

発話者情報収集
統括者

サポート者

ＥＡＬ専任
発話者

説明
説明
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2020年
11月

2020年
12月

2021年
1月

2021年
2月

2021年
3月

2021年
4月

2021年
5月

【 総合訓練 】

【 要素訓練 】

【他事業者の協力
(模擬ＥＲＣ
および評価者)】

【検証訓練③】
四国電力

【検証訓練
④および⑤】
関西電力

【他事業者の協力
(評価者)】

【検証訓練③】
北陸電力

【検証訓練④】
北陸電力

▼検証訓練①
▼検証訓練④

▼検証訓練③

▼検証訓練②

▼再訓練

▼

▼検証訓練⑤

３．再訓練に向けた取り組み

 総合訓練結果を踏まえて立案した改善策の有効性を検証する目的で，自社での
訓練の他，他事業者（北陸，関西，四国）に模擬ＥＲＣや評価者をお願いし
訓練を実施した。

• 模擬ＥＲＣは当社の設備や手順に馴染みがないことから，ＣＯＰによる説明に時間を要することがあった。
⇒(改善)模擬ＥＲＣへの説明はプラント状況に応じて作成されるＣＯＰのみだけではなく，ＳＰＤＳ－Ｗｅｂや
備え付け資料などを用いて丁寧に説明することの重要性を再認識させて頂いた。

• 当社は事象進展に直結する情報提供を優先したことから，模擬ＥＲＣからの質問された傷病者の被ばく状況およ
びアクセスルートの状況などの質問回答に時間がかかった。
⇒(改善)模擬ＥＲＣからの質問に対しては，事象進展に直結する重要な情報を優先しつつ，人命や今後の戦略
に影響する情報などを漏れなく，迅速かつ適確に伝えることの重要性を再認識させて頂いた。

これらのことから，説明性向上に寄与しているものと考える。

【他事業者の協力による効果】
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課 題 評 価

①ＣＯＰの運用性向上
ＣＯＰ１の情報更新に時間がかかり，即応センターおよびＥ
ＲＣへの情報共有が少なかった。
また，ＣＯＰ２は戦略選定の根拠や優先順位の考え方が読
み取りにくく，ＣＯＰ２を補足する説明ができなかった。

・ＣＯＰ１は電子ホワイトボートを活用し，作成者を増員することにより，遅滞
なく情報共有できることが確認できた。
・ＣＯＰ２は提供する情報に応じて様式を分けることにより，戦略選定の考え
方等の記載内容が充実され，説明性向上が確認できた。

②ＥＲＣ向け情報処理の精度向上
ＥＲＣへの情報提供に遅れや内容の錯誤が生じ，事象進展
に応じた説明が不足した。
また，優先すべき情報（プラント状況や事故収束に向けた対
応戦略等）の選別や提供情報の訂正が一部行えなかった。

・ＥＲＣが求める情報を収集するために役割分担の明確化およびＥＲＣへの
情報提供が管理しやすい要員配置を行うことにより，遅滞なく正確な情報を提
供できることが確認できた。
・情報収集統括者を配置することにより，プラントの重要度・優先順位等を考
慮し，管理された情報を提供できることが確認できた。

③ＥＲＣ対応要員の役割･配置の再構築
ＥＲＣに説明を行う発話者に対するサポート者からの情報提
供が断片的かつ一方的な口頭伝達となったことにより，プラント
状況を把握した対応が困難であった。

・サポート者が情報共有ツールを活用し，プラント状況の把握に注力した対応
を行うことにより，発話者がプラント状況を理解した上で情報提供できることが
確認できた。
・ＥＲＣに提供する情報は発話者やサポート者の複数名で確認することにより，
不足や遅れなく情報提供できることが確認できた。

４．再訓練の実施および評価

２０２１年４月２３日に実施した再訓練では，検証を重ねてきた改善策
が有効に機能することを確認した。
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 総合訓練において抽出された課題は，総合訓練後に実施した要素
訓練（検証訓練および再訓練）を重ねることにより，発電所－即応
センター－ＥＲＣ間での情報共有が円滑に行われ，速やかに対応が必要
となる改善策が有効に機能していることを確認できた。

 原子力災害発生時に必要となる事故対応能力の維持・向上を図る
ため，今後計画する訓練および教育を通じて，継続的な改善に取り
組んでいく。

５．まとめ



（１）課題と改善策
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課 題 原 因 改善策

ＣＯＰ１の作成箇所の
一本化をすべき

ＣＯＰ１が共有ツールであることの位置付け・
手書きによる追記に対する認識共有が不足し
ていた。

ＣＯＰは発電所，即応センター，ＥＲＣとの共有ツールであるこ
とを各班員へ周知し，ＣＯＰが持つ共通性についての理解を浸
透させる。

説明時において手書きでＣＯＰ１の記載内容を変更した場合に
は，翌回のＣＯＰ１作成時に変更内容を反映することとし，共
有方法を各班員へ周知する。

ＣＯＰ１のタイムリーな
発出とスムーズな共有を
すべき

ＣＯＰ１を電子化してＥＲＣ対応ブースと
ＥＲＣの間で情報共有するまでに必要とな
る時間の評価や短縮化について検討が不足
していた。

電子ホワイトボート等を活用することで，作成したＣＯＰ１をス
ムーズにＥＲＣ対応ブースとＥＲＣの間で情報共有できる仕組
みを構築する。

ＣＯＰ２において戦略
選定の根拠や優先順位
を明示するとともに，Ｅ
ＲＣ対応要員が基本的
な考え方を理解した上で
説明すべき

ＣＯＰ２に記載される戦略選定や優先順位
の考え方について記載が不足していた。また
ＥＲＣ対応ブースでもそれを読み解く力が不
足しており結果として的を射た説明ができな
かった。

ＣＯＰ２は機器状況整理表と事故対応戦略・事象進展予測を
別の様式に分ける等の検討を行い，戦略選定の考え方等を明
示できる様式に変更する。

ＥＲＣ対応要員は戦略選定や優先順位を決定するための基本
的な考え方についての理解を深めるため，要素訓練等によるスキ
ルアップを行う。

①ＣＯＰの運用性向上（全項目）

【参考】
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課 題 原 因 改善策

情報処理速度・精度の
改善をすべき

事象が輻輳したことで連絡メモやＥＡＬ判断
フローの準備・作成指示が明確に行われな
かった。また，作成を担当する要員を専任し
ていなかった。

連絡メモやＥＡＬ判断フローの作成担当を専任する等，ＥＲ
Ｃ対応要員の役割分担を明確にする。

連絡メモ作成のポイント，ＥＡＬ判断条件や重篤化への条件に
ついて，要素訓練等により理解を深める。

失敗事例を含めた経験者との意見交換等を行うことでリーダーシッ
プの向上を促進させる。

提供する情報のわかりや
すさ向上をすべき

サポート者が作成する連絡メモ記載内容は発
話者に対する配慮や説明が不足していた。

発話者に情報が集めやすく，容易にサポートできる要員配置を構
築する。

他社の訓練映像を視聴し，発話者がＥＲＣへ提供している内容
やタイミング等を確認し，良好事例をサポート者の役割として反映
する。

提供する情報の優先順
位認識をすべき

ＳＥやＧＥ事象の発生後，重篤なプラント
情報を集中して提供することの認識がＥＲＣ
対応要員に浸透していなかった。

EＲＣが求める情報はプラント事故進展に応じて情報の軽重が変
化することを社内規程等に反映し，ＥＲＣ対応要員に教育する。

提供すべき情報の重要度・順位を俯瞰する
役割が明確ではなかった。

ＥＲＣへの情報提供は積極的に情報収集し，集めた情報を束
ねた上で行うため，情報収集統括者を配置する。

情報収集統括者の役割として，情報の重要度・順位の指揮を
執ることを明確にする。

②ＥＲＣ向け情報処理の精度向上（全項目）

【参考】
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課 題 原 因 改善策

ＥＲＣ対応要員の役
割･働きが機能する配置
にすべき

発話者へのサポート者（連絡メモ作成者）
からの情報は即時性を重視したことから断片
的な情報となり，発話者は状況を理解した
上での発話は困難であった。

発話者がプラント状況を理解した上で発話できるよう，プラント
の情報収集に係るサポート者（連絡メモ作成者）の役割を明
確にする。

発話者へのサポートは背後から一方的な口
頭伝達となったため，効果が上がらず事象
の背景や事業者の考え方等について十分な
確認を行えず，ＥＲＣに分かり易く提供でき
なかった。

ＥＲＣに提供する情報は発話者，サポート者の複数名で確認
し，事象の状況だけではなく，その背景等も含めた情報収集を
行った上で発話者が分かり易い情報として発信できる配置を構
築する。

③ＥＲＣ対応要員の役割･配置の再構築（全項目）

【参考】
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④様式 ＣＯＰ２－１（ＤＢ／ＳＡ機器状況整理表）

【参考】
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⑤様式 ＣＯＰ２－２（事故対応戦略シート）/ＣＯＰ２－３（事象進展予測）

【参考】
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⑥様式 ＣＯＰ２－４（ＳＦＰ事故対応シート）

【参考】
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